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院生研究活動状況一覧
2016年1月1日から2016年12月31EIまでの関に発表されたもので，
本人より申告されたもののみを記載した。
大西圭介(教育行政学)
〈学会発表〉
〈教育基礎学専攻〉
・田遺良祐・大西圭介・牧瀬朔麻 f地方自治体における教員研修の設計過程とその課題j日本教育
行政学会，大阪大学， 2016年10月8日.
小山田建太(教育社会学/共生教育学)
〈論文〉
・小宅優美・小山田建太「地域の特性を活かしたキャリア教育の可能性一岩手県気仙郡住田町にお
ける森林環境学習を事例に r筑波大学 キャ 1)ア教育学研究JI2016年3月， pp.13-23. 
〈総説・科研報告書等〉
-小山田建太 i0 ~ 3歳児の保護者が持つ子育てのリソースとニーズの関係一保護者の社会関係に
着目して-J東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センタ-W2015年度
参加者公募型二次分析研究会 子育て支援と家族の選択 研究成果報告書:JI 2016年3月， pp. 
111-131. 
〈学会発表)
-小山田建太 13~ 6歳児の保護者が持つ子育てのリソースとニーズの関係 2015年度参加者公募
型二次分析研究会第2国成果報告会，東京大学， 2016年2月.
-小山田建太「若者の自立支援施設における「居場所Jの検討一地域若者サポートステーション支
援職員へのインタピ、ユー調査から日本教育社会学会第68回大会，名古屋大学， 2016年9月.
・圏原一代・小山田建太[高齢者所有の空き部屋活用 異世代関同居「ホームシェアJせたがや福
祉区民学会第8巨大会，東京都市大学， 2016年1月.
島埜内恵(比較・国際教育学)
〈編著書)
・池田賢市・島埜内恵「第3章 各国における教育改革運動の展開 3 フランスJ，斉藤利彦・佐
藤学編著『新版近現代教育史j2016年3月，学文社， 184頁， 80-91頁.
〈論文〉
・島埜内恵「フランスにおける『出身言語・文化教育 (ELCO)jプログラム運用の現状と課題ー
ストラスプール大学区を事例として-Jrフランス教育学会紀要j(フランス教育学会)第28号，
2016年9月， 67-80頁.
〈学会発表〉
・島埜内恵「フランスにおける『出身言語-文化教育 (ELCO)Jプログラムの目的とその変容J，
第34@]フランス教育学会，北海道教育大学函館校， 2016年9月1日.
・※Shimanouchi，M.， Objectifs et Situation Actuelle du dispositif d'Enseignement des Langues et des Cultures 
d'Origin，ε思:LCO)en Fτance， 9th Foγ税制 0/the Euro-f，ゆ邸'1Acαdemic Netwoγking /0γHUJnanities P:γoject: 
Colloque Identites， Universite de Franche田Comte(France)， 23septembre 2016. 
くその他〉
-島埜内恵「コラム 2 r外国人取り出しクラスjの先生の 1fヨム園山大祐編『岐路に立つ移民教
育一社会的包摂への挑戦 2016年7月，ナカニシヤ出版， 320頁， 52頁.
白岩伸也(日本教育史)
〈学会発表)
・白岩伸也 r予科練くずれjの教育史的考察一秋田県立横手中学校における刺殺事件と同盟休校
(l 945~46年)を中心にして日本教育学会第75回大会，北海道大学， 2016年8月24日.
-自岩1~3也「海軍飛行予科練習生制度発足の経韓と背景-海軍航空学校案をめぐる議論を中心にし
て-J教育史学会第60回大会，横浜冨立大学， 2016年10月2日.
関内イ章一郎(教育制度学)
〈論文〉
・関内偉一郎「ギフテッド教育における RTIモデル活用に関する一考察ーアメリカ合衆国の教育シ
ステム統合の動きに着目して-Jr筑波大学教育学系論集J(筑波大学人閥系教育学域)第40巻第
2号， 2016i:1三3月， pp.31-44. 
-関内偉一郎「ギフテッド対r，亡、型 RTIモデルにおける才能教育の多層的展開-i平修jと f拡充」
の新たな実践的枠組みに着目して rアメリカ教育学会紀要J(アメリカ教育学会)第27号， 2016 
年10月， pp.44-57. 
・関内偉一郎「才能教育における高大接続に関する一考察ーアメリカ合衆国の早修制度に焦点を当
てて-Jr教育学側:究J(日本教育学会)第83巻第4号， 2016年12丹， pp.54-65. 
〈学会発表〉
・関内イ章一郎「アメリカ才能教育における RTIモデル活用の意義と課題jアメリカ教育学会第28回
大会，埼玉大学， 2016年10月22日.
. I認内偉一郎「アメリカ合衆国における早修制度の展開一才能教育に対するスタンダード教育改革
の影響に着目して日本教育制度学会第24回大会，中央大学， 2016年11月12日.
留呂宏美(学校経営学)
〈編著書〉
・留目宏美，-2 -1 教職員の指導体制の充実 6.養護教諭Ji 2 -2 教員以外の専門スタップ
の参画 21.医療的ケアを行う看護師 3.スクールカウンセラーアシスタント 34.理学療法
士・作業療法士・言語聴覚土J加藤崇英 rチーム学校jまるわかりガイドブックJ2016年4月，
教育開発研究所， 135， 55.72.84-85. 
・留自宏美「重要テーマの軌跡 18 学校保健と健康教育j司本児童教育振興財団，浜田博文，加
藤崇英『戦後教育70年史 1945年(昭和20)-2015年(平成27)J2016年6丹，小学館， 270， 224-
27. 
(論文〉
-留目宏美 IIチーム霞療j政策の動向と課題についての一考察-[2S療従事者等の関係性に着日し
て-Jr学校経営学論集j(筑波大学学校経営学研究会) 4号， 2016年2丹， 1-10. 
〈学会発表〉
-留自宏美「高等学校における養護教諭活用過程とその影響一事例分析を通して-J日本教育経営
学会第56回大会，京都教育大学， 2016年6月1日.
・上原瑠璃，上野光博，皆目宏美，前川美紀子「中学校における養護教諭とスクールカウンセラー
との連携に関する研究j日本学校保健学会第63自学術大会，筑波大学， 2016年1月19日.
〈そのイ也 受賞など〉
-筑波大学大学院人間総合科学研究科長葉 2016年3月.
中村映子(学校経営学)
(編著書〉
・中村映子「第2章 日間から「関係Jの学級・学年づくり-1教師による児童鵠理解jへの着
目j末松裕基・林寛平(編著)r未来をつかむ学級経営一学級のリアル・ロマン・キボウj2016 
年9月，学文社， 185， pp.17-29. 
〈論文〉
・中村映子「学級会実践を契機とする若手教員の職能発達事例に関する研究-A小学校におけるア
クション・リサーチを通して-Jr学校教育研究j(日本学校教育学会)第31号， 2016年8月， p. 
130-143. 
-中村映子「成長促進型生徒指導としての「学級会jの意義と課題に関する1iJf究-A小学校の実践
事例に着目して r生徒指導学研究j(日本生徒指導学会)第15号， 2016年12月， pp.79-89. 
〈学会発表)
中村lりと子「小学校若手教員の職能発達を促すプロセスに関する研究j日本教育経営学会第561il大
会，京都教育大学， 2016年6)~ 12日.
石IJ奇(吉田)ちひろ・中村映子「女性管理職育成に関わる学校組織特性についての研究」日本教育
経営学会第561il大会，京都教育大学， 2016年6月1日.
蜂屋大八(生涯学習・社会教育学)
〈学会発表〉
・蜂屋大八「社会教育学研究におけるエコミュージアム・地元学j臼本社会教育学会，弘前大学，
2016年9月17日.
古田雄一(学校経営学)
〈編著書〉
-古田雄一 IOECD霞際教員指導環境調査 (TALIS)J 1子供の賓困対策に関する大綱J1キャリア
支援Jr就職支援コーディネータ-J加藤崇英(編)nチーム学校jまるわかりガイドブックj2016 
年3月，教育開発研究所， 135ペー ジ， pp. 61， 80， 87， 91.
(論文〉
-古田雄一「社会変革への効力!惑を育む市民性教育ーアメリカの「パフ守リック・アチーブメント」
を事例として r公民教育研究j(日本公民教育学会)第23号， 2016年3月， pp.53-67. 
-古田雄一 f現代アメリカにおける市民性形成の格差の政策的背景-1990年代以降のナ1'および連邦
政府による関連政策の分析を通して-Jr学校経営研究j(大塚学校経営研究会)第41巻， 2016年
3月， pp.60-81. 
〈学会発表〉
・古田雄-r地域との連携Jによる主権者育成への一考察一藤沢市「被災地で、つながろう考えよ
うサマープログラムjを手掛かりとして-J日本教育方法学会第52回大会(ラウンドテーブル
「市民性教育の新たな実践研究(2)-18歳選挙権時代に地域と学校をつないで主権者を育てる-J
内報告)，九州大学， 2016年10月2日.
本多舞(教育行政学)
(学会発表〉
・本多舞「国際パカロレアにおける教科横断型学習に関する研究-MYF音楽の授業を通して-J日
本自際パカロレア教育学会，筑波大学， 2016年9月24B.
-本多舞 fアクテイブ・ラーニングの効果と課題についての一考察-MYF音楽の事例を通して-J
日本アクテイブ・ラーニング学会，千代田女学圏中学校・高等学校， 2016年12丹24日.
牧瀬均麻(教育行政学)
(論文〉
・牧瀬朔麻「一部事務組合方式による教育事務の共同実施の拡大可能性の検討一栃木県芳賀地区広
域行政事務組合の事例から-Jr日本教育政策学会年報j(日本教育政策学会)第23号， 2016年7
月， 110-123頁.
〈学会発表〉
・牧瀬朔麻・大西圭介・田遺良祐「地方自治体における教員研修の設計過程とその課題J日本教育
行政学会第51回大会，大!波大学， 2016年10月8日.
(その他受賞など)
-平成27年度筑波大学人間総合科学研究科TF優秀賞受賞， 2016年2月.
-平成27年度小貫英教育賞(奨励賞)受賞， 2016年2月.
松原悠(教育制度学)
(論文〉
・松原悠「教育を受ける権利における自由権的側面の権利内容一学習権の判例に着目して-Jr筑波
大学教育学系論集j(筑波大学入閥系教育学域)40(2)， 2016年3月， pp.16-29. 
泉費久(社会科教育学)
〈編著書〉
〈学校教育学専攻〉
・泉質久 f地理学習におけるアクテイブラーニングの意義一高校地理Ai深まる世界の棺互依存関
係Jをテーマにした授業実践を事例に-J山口幸男・山本賓・横山満・山田喜一・寺尾隆雄・松
関路秀・佐藤浩樹・今井英文・中牧崇編 『地理教育研究め新展開j2016年1月， B5版，古今書
i淀， 276p， p. 137 -149. 
〈論文〉
・泉貴久「高等学校地理における f日本のエネルギ一政策jをテーマとした授業実践一価値判断・
意思決定のプロセスを通して-Jr中等社会科教育研究.] (中等社会科教育学会)第34号， 2016年
3月， p.p. 83 -96. 
・泉貴久 12016年度科学地理オリンピック日本選手権一二次・三次選抜試験を中心に-Jr地理j
(古今書院)第61巻6号， 2016年6丹， pp.128-135. 
・泉貴久 f市民性育成を視野に入れた「地理総合J学習プランの提案Jr地理教育j(地理教育研究
会)45号， 2016年6月， pp.32-38. 
-泉貴久「国際地理オリンピックにおける地図作成の過程Jr地理j(古今書院)第61巻1号， 2016 
年1月， pp.50-57. 
〈総説・科研報告書等〉
・泉貴久「社会科学習に対する教師・生徒の意識の実態一山口県防府市野島を事例として-J井田
仁康・「社会科教育学特講」調査報告『地域と教育j(筑波大学博士課程人間総合科学研究科教育
学専攻)第15号， 2016年8月， 164p， pp.51-72. 
〈学会発表〉
・泉貴久 f地理教育の現状と課題J法政大学第二中学校-高等学校社会科研究会(講演)，法政大学
第二中学校・高等学校， 2016年 5月31EI. 
・泉貴久「高等学校地理における「日本のエネルギ一政策jをテーマとした授業実践一価値判断・
意思決定のプロセスを通して-J中等社会科教育学会(授業実践部会-研究実践発表)，東洋大学
白山キャンパス， 2016年7月16日.
-泉貴久・河合豊明・中村洋介・山本隆太日也理システムコンピテンシーに基づいた授業プランの
提案一「地理総合(仮称)Jを見据えて-J臼本地理教育学会(大会・一般研究発表)，慶謄義塾
大学百吉キャンパス， 2016年8月9日.
-泉貴久「地理オリンピックで試される「地理的能力」とは?J平成28年度島根県立益田高等学校
SSH科学技術人材育成重点枠「サイエンス πj科学地理オリンピ yク日本選手権講習会(講演)，
島根県立浜田高等学校， 2016年10月29EI. 
-泉貴久「地理学習におけるアクテイブラーニングの意義一高校地理A1深まる世界の栂互依存関
係Jをテーマにした授業実践を事例に日本社会科教育学会(全国研究大会・自由研究発表)，
弘前大学教育学部， 2016年11月5EI. 
-泉貴久「第13回国際地理オ 1)ンピック北京大会を引率して-1地理力Jの本質について考える-J
人文地理学会(地理教育研究部会・報告)，京都大学吉田南キャンパス， 2016年11月12EI. 
(その他受賞など〉
・泉貴久 129年度改訂教科書クローズアップ地理A-持続可能な社会の形成に向けて rニュ
ーサポート高校社会j(東京書籍)第25巻， 2016年4月， p.6. 
-泉貴久 f社会科における防災学習のあり方一熊本地震の教訓から-Jr小学校 社会科・地図
NEWSLETIER.] (東京書籍)第2号， 2016年9月， p.10. 
. The Civil Engineering and School Education Subcommittee， Educational Planning and Human Resources 
Development Committee， ]apan Society of Civil Engineers (Satoshi Fujii， Kiyoshi Teramoto， Kiyoshi 
Karaki， Ayako 1aniguchi， Takahisa Izumi， Toshiko Igarashi， Satoshi Iwasaka， Tsukasa Hattori， 
Tomoyasu Shimada， Koichiro Miur孔 HirokiSato， Hidekazu Takatsuka and Toshiyuki Nakamura) 
IWorkbook: leaning how to reduce disaster risks at the national and community levels : Thinking about 
How to Reduce Disaster Risks at the National and Community LevelsJ National Resilience Promotion 
Ofice， Cabinet Secretariat， 2016年7月.
・泉貴久「第13盟国際地理オリンピック報告Jr日本地球惑星科学連合ニュースレターj(公益社団
法人臼本地球惑星科学連合)第12巻4号， 2016年11月， p.11. 
・泉貴久「千葉県私学教育功労賞j公益財団法人千葉県私学教育振興財団， 2016年12月3EI. 
伊藤哲章(理科教育学)
(編著書〉
・伊藤哲章川、学校との連携J近藤幹生監修『生活事例からはじめる保育内容環境]2016年4月，
B5版，青踏社， 199頁， 155-163頁.
・伊藤哲章 iESDJ 近藤幹生監修 f生活事例からはじめる保育内容環境~ 2016年4)~， B5版，青
踏社， 199頁， 165-175頁.
〈論文〉
・伊藤哲章「アメリカの高校生物教育におけるバイオテクノロジーに関する教育内容の特質Jr教材
学研究j(日本教材学会)第27巻， 2016年3月， 151-158頁.
・伊藤哲章・小林みゆき f幼稚園・保育所における動物飼育に関する研究Jr郡山女子大学紀要J第
52集， 2016年3月， 259-272頁.
〈学会発表〉
・伊藤哲章・小林みゆき「動物飼育における保育者の認識に関する研究j日本科学教育学会研究会，
筑波大学， 2016年4月9日.
-伊藤哲章・柴田卓「植物の成長に関する幼児の生物学的理解j全国保育土養成協議会，盛岡市，
2016年8月26日.
-伊藤哲章・斎藤朋子「保育者の科学的な視点に関する一考察j日本理科教育学会東北支部，弘前
大学， 2016年1月5自.
-伊藤哲章「幼児の生物概念の理解J日本科学教育学会研究会，秋田大学， 2016年12月3日.
勘米良祐太(人文科教育学)
〈論文〉
・勘米良祐太「いわゆる「国語科教育法」の模擬授業における省察の実態、Jr浜松学説大学教職セン
タ一紀要j(浜松学院大学)5， 2016年3月， pp.1-14. 
・勘米良祐太「明治中期における中学校作文教科書の文体-~日用文鑑j 改訂過程に着目して-J
f人文科教育研究j(人文科教育学会)43， 2016年8月， pp.55-68. 
. ~!!J米良祐太「明治35年中学校教授要自による文法教育の変化一領域[文法及作文j の設定に着目
して-Jr詔語科教育j(全国大学国語教育学会)80， 2016年9月， pp.15-22. 
〈学会発表〉
・勘米良祐太「大正期中学校における作文教育と文法教育の関係」第131回全国大学国語教育学会
東京大会，白百合女子大学， 2016年10月15日.
菊田尚人(人文科教育学)
〈論文〉
・菊田尚人「国語料における評価の方法に関する研究の批判的検討一評価の自的の違いに着目し
て-Jr人文科教育研究j(人文科教育学会)第43号， 201'6年8丹， pp.69-81. 
〈学会発表〉
・菊田尚人「ライテイング・ワークショップにおける『学習としての評価jの方法ーナンシー・ア
トウェルの実践に着目して-J日本読書学会，林野会館， 2016年8月7EI. 
-114-
-菊田尚人 INancieAtwellのライテイング・ワークショップにおける評価の方法-1n The Middle 
改訂ごとの差異に着目して-J全国大学国語教育学会，白百合女子大学， 2016年10丹時日.
小嶋季輝(教育工学)
〈論文〉
-鎌田公寿，木野村嘉則，小嶋季輝川、学校の道徳教育における「ケアされる人jの発達実態:子
どもの主観に着目した調査に基づいてJ~琉球大学教育学部紀要j (琉球大学教育学部)(88) ， 
2016.2， 257-266. 
・小嶋季締「学習情報処理モデルの主体論:認知的省資源性を手がかりとしてJr琉球大学教育学部
紀要j(琉球大学教育学部)(88)， 2016.2， 245-255. 
-小嶋季輝「学力のj函養に関する分業機能における期待と責任の帰属先:平成26年度全国学力調査
小学校国語における測定学力の幅鞍性を論点としてJr教育実践総合センター紀要j(琉球大学教
育学部附属教育実践総合センター)(23)， 2016.3， 129-135. 
-小1鳥季輝，木野村嘉員1]，小!JJ雄三「多視点型教材ーの開発:I背面跳びj教材の3視点での試作Jr教
育実践総合センタ一紀要j(琉球大学教育学部附属教育実践総合センター)(23)， 2016.3， 137-
149. 
-古市直樹，鎌田公寿，小1鳴季輝，木野村嘉則「授業場面における共同注意の分析方法に関する試
論Jr東邦学誌j(愛知東邦大学)45(1)，2016.6， 29-47. 
-小I!毒季輝「反転授業の新規導入過程における国難性に関する要自分析:形式に基づく教材制作の
課題検討Jr学校教育研究j(日本学校教育学会)(31)，2016.8， 118-129. 
-小1害季輝 1学習j概念のセカンドオーダー・サイパネテイクス的転回:システム「学習jの研究
地平Jr s本学習社会学会年報J(日本学習社会学会)(12)， 2016.9， 90-98. 
-鎌田公寿，木野村嘉則 小1I時季輝「小学校の道徳教育において育まれるケアの実際:理論的枠組
みを用いて抽出・分析した 2事例の比較検討をとおしてJfFER1 (未来教育研究所紀要)J (未来
教育研究所)4，2016.12， 5-14. 
後藤みな(理科教育学)
〈学会発表〉
・後藤みな 11.ミクリッツにみる森の幼稚密教師に求められる知識と技能J担本科学教育学会第6
1国研究会，筑波大学， 2016年4月9日.
. Mina， G.， What are the Differences between Japanese and German Forest Kindergarten Teachers' 
Qualification?: Comparison of their Institution Numbers and Learning Places and Contents， 2016 
International conference “East-Asian Association for Science Education"， Tokyo University of Science， 
Japan， 27th August， 2016. 
-後藤みな「ドイツ森の幼稚園における自然体験一科学的な体験の分析を中心にして-J日本乳幼
児教育学会第26回大会，神戸女子大学・神戸女子短期大学， 2016年11月27日.
小林岳人(社会科教青学)
〈論文〉
・小林岳人「学校敷地のオリエンテーリング地図作成Jr房総地理j(千葉県高等学校教育研究会地
理部会会誌)第67号， 2016年11丹， 19-39ページ.
〈学会発表〉
・小林岳人 l'高校生がGISを操作しながら学習する授業jにおける一考察-GISソフトウエアを使
った地理の自由研究の効果-J日本地理学会2016年春季学術大会，早稲田大学， 2016年3月22日
(火). 
-小林岳人「オリエンテーリングと地留学習j日本地球惑星科学連合2016年大会パブリックセッシ
ョン，幕張メッセ， 2015年5月22日(日)
-小林岳人「地菌学習教材としてのオリエンテーリング地図j地理空時学会第9回大会，筑波大学，
2015年6月18日(土)
鈴木貴史(人文科教育学)
〈論文〉
・鈴木貴史「大正期「書キ方j教育におけるこ項対立の克賊-佐藤隆一『書の科学書の教授Jを中
心として-Jr書写書道教育研究30j，2016年3月， pp.60-69. 
-鈴木貴史「明治初期教授法における書字の機能 一文字言語と音声言語の関係に注目して-Jr筑
波大学教育学系論集第40巻第2号j，2016年3月， pp.57-67. 
-鈴木賞史「わが国の教員養成課程における実践的指導力としての文字言語の意義Jr教職指導研究
1 (1)上2016年3月， pp. 183 -191. 
-鈴木貴史「国定第四期『小学書方手本Jの国語科教科書ーとしての意義一手本における語義に着B
して-Jr人文科教育研究43J， 2016年8月， pp. 97 -111. 
〈学会発表)
・鈴木賞史「明治20年代の書字教育におけるべンマンシップ理論の影響J，全面大学書写書道教育
学会，岩手大学， 2016年9月24日.
-鈴木貴史「昭和戦前期における芸能科.，習字J成立の背景一石橋啓十郎の教育書道論を中心とし
て-J，教育史学会，横浜国立大学， 2016年10月1日.
〈その他受賞など〉
-全閣大学国語教育学会，優秀論文賞， 2016年10月.
田中怜(教育方法学)
〈論文〉
・田中怜「ドイツにおける陶冶カノン(Bildungskanon)の相対化と再構築-，カノン問題jに対ー す
るテノルトの基礎付けをめぐって-Jr関東教育学会紀要j第43号， 2016年10月， pp.25-36. 
〈学会発表〉
・田中怜「教授による偶発性(Kontingenz)の演出方法ードイツ政治教育におけるコンフリクト教授
学の視座から-J筑波大学教育学会第14回大会，筑波大学附属小学校， 2016年3月.
・問中怜，PISA以降の一般陶冶(Allgemeinbildung)論における学校の役割規定一ベンナーによる陶
冶ーコンピテンシ一二元論克服の試みを通して-J日本教育方法学会第52回大会，九州大学， 2016 
年10月.
奇楽木格(人文科教青学)
〈学会発表〉
・奇楽木格「日本語学習者のオートノミー育成における諜外学習者コミュニテイの機能ーコア・メ
ンバーの語りの分析を通して-J筑波大学日本語日本文学会，筑波大学総合研究棟A110，2016年
10月1日.
中嶋真弓(人文科教育学)
〈論文〉
・中嶋真弓「吉田弥平編集「読本」にみる古典教材の考察-r平家物語jを視崖にーJr愛知淑徳大
学論集一教育学研究科篇-第6号j(愛知淑徳大学論集編集委員会)6号， 2016.3.18， 45-58頁.
・中嶋真弓「吉田弥平編集「読本Jにおける教材価値の考察一古典教材を視座に r愛知淑徳大学
論集一文学部・文学研究科篇一第41号j(愛知淑徳大学文学部論集編集委員会)， 2016.3.18， p. 
101-116. 
-中嶋真弓 1活用力jを高める読解指導法一読みの楽しさを味わう話し合い活動Jr第8由全国小
学校国語研究所研究発表会全国研究協力委員の実践研究j(全面小学校国語研究所)8号，
2016.11. 26， 9-12頁.
〈学会発表〉
・中嶋真弓「女学校における文法教育の一考察一明治10年代を中心に-J全国大学国語教育学会第
130回大会，新潟大学， 2016.5.29 
華井裕経(社会科教育学)
(編著書〉
-大友秀明，桐谷正信編『社会を室Ijる市民の教育 協働によるシティズンシップ教育の実践j2016 
東信堂，第5・6章を執筆.
(学会発表〉
イ女性への政策を女子高生が考える一政策づくり授業(女性政策編)の政策評価公民教育学
会，鳴門教育大学， 2016年6月四日.
〈その他受賞など〉
-第65自読売教育賞(社会科教育部門)最優秀賞受賞.
花園隼人(数学教膏学)
〈論文)
・花麗隼人「高等学校数学科における数学的対象の美的性質の教材開発に関する研究:対称牲に関
する美的性質に焦点を当ててJr東京学芸大学的属高等学校紀要j53巻， 2016年3月， pp.7-14. 
-大谷晋，薪藤祐一，粛藤洋輔，花毘隼人，若宮知佐「高等学校におけるコンピテンシーの育成に
焦点を当てた授業の開発:ループリックを用いた評価の実践の事例研究Jr東京学芸大学附属高等
学校紀要j53巻， 2016年3月， p. 107 -144. 
-花菌隼人 f数学教育における数学的解法の美的性質の分析:教材分析の視点の導出Jr筑波大学教
育学系論集j41巻l号， 2016年10月， pp.53-65. 
〈総説・科研報告書等)
-花園隼人「高等学校数学科における数学的リテラシーの育成に関する教材開発:統計的分析に基
づく判断を求める教材の実践的検討J，清水美憲ほか， r数学的リテラシーの育成を図る教材の開
発j，2016年9月，公益財団法人日本教材文化研究財団，総ページ数96，執筆ページpp.76-83.
(学会発表〉
・※花園隼人 1Aesthetic Judgments in High School Students' Mathematical Problem SolvingJ， International 
Congress on Mathematical Education，ハンブルグ大学， 2016年7月初日.
??
-花国隼人「数学的対象の美的性質の感得を促す教材の開発:2円の共有点を f通るJ平面図形の
分析J，日本教材学会，盛岡大学， 2016年10月16日.
・花国隼人 f数学的対象の美的性質を捉える枠組みに関する一考察:I多様における統一jをもたら
す形式を観点としてJ，日本数学教育学会，弘前大学， 2016年10月29日.
自高淳(教育方法学)
〈総説・科研報告書等〉
・日高淳「チャレンジプログラムシンポジウム2015報告書J(編集人)東京YMCA医療福祉専門学
校， 2016年3月発行.総頁数24頁.
〈学会発表〉
-日高淳 f多摩地IRにおける学校関連携によるキャリア教育の展開一高等学校と専門学校の協議会
における眠り組みを焦点に筑波大学教育学会，筑波大学付属小学校， 2016年3月128.
-日高淳「第 51ilチャレンジプログラムシンポジウム2015J (ポスター発表)日本キャリアデザイ
ン学会，愛知教育大学， 2016年9月10日・ 11日.
くその他〉
・日高淳「チャレンジプログラムシンポジウム2015J(実践報告)rキャリアデザイン・ニュースレ
ター 第137号J，臼本キャリアデザイン学会， 2016年2月15日発行.
平林真伊(数学教膏学)
〈論文〉
・平林真伊「数学的モデル化過程からみた算数科文章題の特質:余りのあるわり算に関する調査を
通してJr科学教育研究J(8本科学教育学会)第40巻第2号， 144-154. 
-平林真伊「数学的モデルイヒにおける児童による問題場面の解釈・評価とその促進:余りのあるわ
り算の問題を事例としてJr百本数学教育学会誌数学教育学論究臨時増干iJJ (日本数学教育学会)
第98巻， 33-40. 
〈学会発表〉
・※MaiHirabayashi I Analysis of children's interpretation of the results in mathematical modeling: The 
case of divisions with remainderJ ICME 13， ドイツ・ハンブルク， 2016年7月26日.
・※MaiHirabayashi IHow do pupils interpret the results of divisions with remainder in mathematical 
modeling?J PME40，ハンガリー・セゲド， 2016年8月5日.
・平林真伊「数学的モデルイヒにおける児童による解の解釈に関する一考察:比例の利用に関する問
題に焦点をあてて」百本教材学会第28担研究発表大会，盛岡大学， 2016年10月15日.
福田成穂(理科教育学)
〈学会発表〉
・福田成穂・中村泰輔「高校生が有する Natureof Scientific Inquiryの理解の実態-VASIアンケー
トを用いた調査から-J 日本科学教育学会第6回研究会，筑波大学， 2016年4月9日.
-福田成穂・中村泰輔「高校生が有するNatureof Scientific Inquiryの理解の実態-Ledermanによ
るVASIアンケート調査結果との比較-J日本科学教育学会第羽田年会，ホルトホール大分， 2016 
年8月198.
細矢智寛(教育方法学)
〈論文〉
・「自己調整学習教材の構造と内容:ゴールドらとピントリッチらの教材分析を中心にj，作文材学研
究j(日本教材学会)，第27巻， 2016年 3月， 27-36頁.
〈学会発表)
・「自己調整学習が提起する課題:到達目標の明確な教材における学習改善への視座j，筑波大学教
育学会第14由大会，筑波大学付属小学校， 2016年 3月12日.
宮津優弥(人文科教育学)
(学会発表〉
・富津優弥[読み手は学校における読み聞かせ活動をどう意義付けているかj筑波大学教育学会第
14回大会，筑波大学問属小学校， 2016年3月12自.
-宮津優弥弓売書コミュニテイの発展一読み聞かせ活動ををテーマとするN小学校「おはなしピー
チの会」を例として-j人文科教育学会第39田研究発表会，筑波大学文科系修士棟， 2016年 6月
7日.
-宮津優弥「学校における読み聞かせばどのように語られてきたかJ全国大学国語教育学会第131
回大会，白百合女子大学， 2016年10月15日.
くその他 受賞など〉
・人間総合科学研究科長賞受賞， 2016年3月.
宮本直樹(理科教青学)
〈論文〉
宮本直樹「科学的探究プロセスにおける数量化とデータ解釈-Students and Res仰向hP1'aaica! 
Stmtegies /01' Saence Class1'ooms and Conψetitionsに着目して-j，r東洋大学文学部紀要j(東洋大学
文学部)，第69集，教育学科編 XLI，2016年3月， 107-114頁.
-宮本直樹， I コミュニケーション活動におけるデータ解釈ーサイエンス・プロセススキルを I~コ心に
して-j，W教材学研究j(日本教材学会)，第27巻， 2016年3月， 101-108頁.
-宮本車樹 f科学的探究における仮説設定がデータ解釈に及ぼす効果一中学校第2学年 WI唾液のは
たらきjを事例にして-j，r科学教育研究j(日本科学教育学会人第40巻，第2号， 2016年6月，
234-240頁.
〈学会発表〉
・宮本直樹「児童のデータ解釈能力を高める言語活動ーコミュニケーション活動に着目して-_]， 日
本理科教育学会第66回全毘大会，信州大， 2016年 8月7司.
山崎美穂(数学教育学)
〈論文〉
. UJII奇美穂「中学生の抱く数学的価値に関する一考察jr数学教育学論究(臨時増干U)j (日本数学教
育学会)第98巻， 2016年10月， pp.41-48. 
〈学会発表〉
・※MihoYAMAZAKI I AFramework of Sociocultural Characteristics of Mathematical Valuesj 13'h 
International Congress on Mathematical Education， University of Hamburg， 29'h July 2016. 
〈受賞〉
・平成28年自本数学教育学会 学会賞(大学院生研究奨励部門)表彰， 2016年10月(表彰論文:
「数学教育における価値を捉える視点とその理論的背景Jr数学教育学論究(臨時増子Ij)j第97巻). 
山本高広(理科教育学)
〈学会発表)
. UJ本高広，片平克弘「小学校 f電磁石の性質」の実験活動における目的意識の変容に関する研究」
呂本科学教育学会第6田研究会，筑波大学， 2016年4月9B. 
. UJ本高広，片平克弘「小学校「電磁石の性質Jの探究活動における思考過程に関する研究一子ど
もの目的意識を手がかりに日本理科教育学会第66@]全国大会，信州大学， 2016年8月6日.
・山本高広「生物教授における Folkbiologyの特徴J日本理科教育学会第55盟関東支部大会，埼玉
大学， 2016年12月10日.
呂光暁(社会科教育学)
〈総説・科研報告書等〉
-呂 光腕「離島教育における産業学習の関一山口県防府市野島の漁業を事例として-J，井出仁
康， i社会科教育学特講J調査報告， r地域と教育J第15号，筑波大学博士課程人間総合科学研究
科学校教育学専攻， 2016年8月， 164頁， 29-50頁.
(その{也〉
-筑波大学学長表彰， 2016年3月17日.
-日本社会科教育学会賞(論文部)， 2016年1月5自.
江角国子(共生教育学)
〈論文)
〈ヒューマン・ケア科学専攻共生教育学分野〉
・江角周子・庄司一子「中学校でのピア・サポート実践におけるサポーターへの効果(1)一話を聴
くことを中心に-Jr筑波大学発達臨床心理学研究j第27巻， 2016年3月， 35-45. 
-江角周子・庄司一子「中学校でのどア・サポート実践におけるサボーターへの効果(2)ー サポー
ト概念の学習を通して-Jr共生教育学研究J第5巻， 2016年5月， 15-26. 
-江角周子・庄司一子「中学生における聴くことの学びを通した聴く行動の変容プロセスの検討J
f教育心理学研究』第64巻， 2016年6月， 268-280. 
〈学会発表)
・※ShukoEsumi， Ichiko Shoji iThe efects of a peer support program on junior high school students 
-Focusing on social skils and school adjustment-J The 38th Annual Conference of InternationaI School 
Psychology Association， University of Amsterdam: Netherlands， ]uly. 21， 2016. 
. Shuko Esumi， Ichiko Shoji iChanges in the classroom atmosphere of a junior high school throughout a 
yearJ The 31th International Congress of Psychology， PACIFICO Yokohama: Japan， ]uly. 28， 2016. 
-江角崩子・庄司一子「大学生による心理的支援活動が高校生の学校生活に及ぼす効果J日本教育
心理学会第58間総会，高松サンポートホール)2016年10月9日.
-120-
桜井淳平(共生教膏学/教膏社会学)
〈論文〉
・桜井淳平 12010-2014年間の世代間格差認識の変化-r高齢者のほうが恵まれているJという認識
の広がりに焦点を当てて-Jr共生教育学研究J筑波大学人間総合科学研究科ヒューマン・ケア科
学専攻共生教育学分野， Vo1.5， 2016年5月， pp.1-14. 
〈学会発表〉
・桜井淳平「教育化する安全対策，責任主体イとされる子どもと大人一子どもの犯罪被害防止の『ハ
ウツ一本J言説の分析から-J日本教育社会学会第68回大会，名古屋大学， 2016年9月17B.
-桜井淳平「子どもの安全をめぐる『監視と教育のデイレンマjとその消失一監視社会論の検討と
防犯対策強化への f対抗言説jの分析から日本社会病理学会第32回大会，福岡県立大学， 2016 
年 9月25日.
高橋智子(共生教育学)
〈総説・科研報告書等〉
・高橋智子「キャンパスエイド活動の振り返りと学びについてj荏司一子・江角周子 日本教育大
学協会研究助成『キャンパスエイド活動報告書j(筑波大学教育部床学研究室)2016年3月， 117， 
30-31. 
〈学会発表〉
・高橋智子「児童生徒の「みんなとなかよく」の意識と発達の検討J筑波大学学校教育学会，筑波
大学， 2016年6月25日.
-高橋智子「高等学校における学生の学校支援ボランティアに関する検討ーフレックススクールで
のキャンパスエイド活動の実践に着目して-j第24回日本高校教育学会，北海道大学， 2016年7
月16日.
-高橋智子・庄司一子「先輩生徒の「みんなとなかよくjの意識と発達の検討一理由尺度の開発一」
日本教育心理学会第58回総会，サンポートホール高松・かがわ国際会議場， 2016年10月10日.
津多成輔(共生教育学/教育社会学)
〈論文〉
・津多成輔 f大学進学意識に影響を及ぼす要因の研究の課題性jr筑波大学学校教育学会論文誌j筑
波大学学校教育学会， 14， 12-21， 2016. (査読有り)
〈学会発表〉
. i宰多成輔「大学進学意識に影響を及ぼす要因の構造j，r筑波大学学校教育学会第24回大会発表1
筑波大学文科系修士棟， 2016年6月.
. i宰多成輔「大学との“物理的"距離が大学進学意識に及ぼす影響j，r日本高校教育学会第24[Q]
研究大会発表t北海道大学学術交流館， 2016年7月.
. i:章多成輔「大学進学意識に影響を及ぼす要因の研究一大学との“物理的"距離に着目して-j，r日
本教育社会学会第68回大会J，名古屋大学， 2016年9月.
-田中正弘・渡部芳栄-高森智嗣・村山詩'1札.i車多成輔， i東北地域の大学進学問題一東京i習に進学
する生徒と地元で進学する生徒の特質の差-j，r日本教育社会学会第68回大会1名古屋大学，
2016年9月.
. i章多成輔 f大学が少ない地域の高校生の大学進学意識j，r第89自日本社会学会大会1九州大学
伊都キャンパス， 2016年10月.
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(その他受賞など)
・教育研究科長賞受賞， 2016年3月.
王厳穏(共生教育学)
〈論文〉
・王 厳格・庄可一子 (2016). I中国における学校教育の現状と児童生徒のメンタルヘルスに関す
る研究動向と課題j筑波大学発達臨床心理学研究 27， 55-63， 2016年2月l日.
〈総説・科研報告書等)
-王 厳経「多様な生徒に対する支援についてJ，庄司一子・江角周子(編集)， r平成27年度 日
本教育大学協会研究助成によるキャンパスエイド活動報告書JJ，筑波大学教育臨床学研究室， 2016 
年3月，総ページ数:118ページ，掲載ページ:pp.34-35. 
-王 厳格「日本教育心理学第57回総会における研修報告J，庄司一子・江角田子(編集)， r平成
27年度日本教育大学協会研究助成によるキャンパスエイド活動報告書j，筑波大学教育臨床学研
究室， 2016年3月，総ページ数:118ページ，掲載ページ:pp. 54-55. 
-王 厳格「日中教育学研究フォーラムの報告書J，浜田博文代表， r筑波大学大学院人間総合科学
研究科 華東師範大学への研究交流派遣プログラム (2015年度)報告書j，教育学関連3専攻 l
分野， 2016年3月31B，総ページ数:64ページ，掲載ページ:pp.23-28. 
〈学会発表〉
・※YansongWang & Ichiko Shoji (2016). IChinese Junior High School Students' Reasons for School 
AttendanceJ， 38th International Annua1 Conference of the International Schoo1 Psycho10gy Association， 
July 20-23， 2016， University of Amsterdam， Amsterdam， The Netherlands. 
・※IchikoShoji， Daisuke Nakai， Masaru Arai， Shuko Esumi &Yansong Wang (2016). IDevelopment of 
Socia1 Bond Scale for junior high school studentsJ， 38th International Annual Conference of the 
International School Psycho10gy Association， Ju1y 20-23， 2016， Univer包tyof Amsterdam， Amsterdam， 
The Netherlands. 
・※IchikoShoji， Shuko Esumi， Yansong Wang & Tomoko Takahashi (2016). IHow Students Learn to 
Support High School Students -Step Hypothesis to Develop Student's Supporting Skills-J， The 31st 
International Congress of Psychology， July 24-29， 2016， Yokohama， Japan. 
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